































































海馬 NMDA 受容体の役割について検討した。 
本研究で用いた自発的物体再認の時間順序記憶テストは，見本期，保持時間，テス






る 2 つの物体を一つずつアリーナに設置し，5 分間自由に探索させた。テスト期の最
初の 2 分間の探索行動を分析し，どちらの物体をより長く探索したかの指標として
弁別指数 (discrimination index: DI) [{old 物体への探索時間 (秒) ― recent 物体への
探索時間 (秒) } / 両物体への探索時間の合計 (秒) ]を算出した。 
第 3 章では，自発的物体再認の時間順序記憶に及ぼす項目数の効果について検討
した (実験 1)。見本期の提示項目数について，2 項目条件と 5 項目条件を設定し，2
項目条件のテスト期では見本期の 1 番目と 2 番目に提示した物体を使用したが，5 項
目条件のテスト期では見本期の 2 番目と 4 番目に提示した物体を用いた。その結果，
2 項目条件よりも 5 項目条件の方が，DI 値が有意に大きいことを示した。これは，
見本期において他の項目が提示されると，先に提示された項目に対するラットの親
近性 (familiarity) が弱まるため，見本期での提示項目数が多いほど弱くなると考え


















について検討した。第 1 節では，5 項目条件の時間順序記憶に対する保持時間の効果
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について検討した (実験 2)。実験 1 で行った 5 項目条件を用いて，ラットがどのく
らい時間順序記憶を保持できるのか，保持時間として 3，10，30 分の 3 条件を設定
し，保持時間の遂行成績に及ぼす効果を検討した。その結果，3 分条件においてのみ，
DI 値が期待値と比べて大きい傾向を示した。 
第 2 節では，5 項目条件の時間順序記憶に対する提示間隔の効果について検討した 
(実験 3)。先行研究では，刺激項目数が 2個の場合，提示間隔を延長すると自発的物
体再認の時間順序記憶が改善するという報告がある。そこで，実験 2 において時間
順序弁別が観察されなかった保持時間 10 分条件をもとに，提示間隔について 3，10，
30 分間の 3 条件を設定し，提示間隔の遂行成績に及ぼす効果を検討した。その結果，
提示間隔に依存して，DI 値が有意に大きくなることを示した。 
第 3 節では，2 項目条件の時間順序記憶に対する提示間隔の効果について検討した 
(実験 4)。先行研究や実験 3 のように，提示間隔を延長することにより，刺激項目数
が 2 個の場合でも自発的物体再認の時間順序弁別ができるかどうか調べた。実験 1
の 2 項目条件にもとづき，保持時間を 3 分として，提示間隔について 11，65，125 分
間の 3 条件を設定し，提示間隔の遂行成績に及ぼす効果を検討した。その結果，提
示間隔が長くなるにつれて，DI 値が有意に大きくなることを示した。 
第 4 節では，2 項目条件の時間順序記憶に対する保持時間の効果について検討した 
(実験 5)。刺激項目数が 5 個の場合と同様に，ラットがこの時間順序記憶をどのくら
い保持できるのか，実験 4 の提示間隔 125 分条件をもとに，保持時間として 3，15，
75 分の 3 条件を設定し，保持時間の遂行成績に及ぼす効果を検討した。その結果，
保持時間 15 分条件において，DI 値が期待値と比べて有意に大きいことを示した。し
かしながら，本実験の保持時間 3 分条件と実験 4 の提示間隔 125 分条件は，同じ提
示間隔と保持時間の長さであったにもかかわらず，DI 値が期待値と同程度であり，
時間順序弁別が観察されなかった。したがって，15 分条件と 75 分条件に注目した場
合，保持時間が自発的物体再認における時間順序記憶の遂行成績に影響を与えるこ
とが示された。 
第 5 節では，実験 2～実験 5 の結果をもとに，自発的物体再認の時間順序記憶に及
ぼす提示間隔と保持時間の効果について考察した。実験 2～実験 5 より，見本期の提
示項目数にかかわらず，提示間隔が長いほど，かつ保持時間が短いほど時間順序を弁















である 5 項目条件を用いて，背側海馬 NMDA 受容体が時間順序記憶に関与するのか
どうか検討した。その結果， NMDA 受容体拮抗薬 AP5 の用量依存的に時間順序の
弁別が低下した。したがって，自発的物体再認の時間順序記憶における背側海馬
NMDA 受容体の関与は見本期の項目数に依存する可能性が示された。 
第 6 章において，本研究の総合的考察を行った。本研究の結果，自発的物体再認の
時間順序弁別は，項目数が多いほど，提示間隔が長いほど，保持時間が短いほど容易
であった。また，項目数に関わらず，提示間隔と保持時間が時間順序記憶に影響を与
えたことから，ラットの自発的物体再認における時間順序記憶も，ヒトと同じような
スケール非依存記憶・知覚・学習モデルの認知メカニズムによって機能している可能
性が示された。このモデル以外にも，本結果を説明できるかどうか，時間順序記憶の
距離効果に注目して今後検討する必要がある。さらに，背側海馬グルタミン酸 NMDA
受容体拮抗薬の投与により，自発的物体再認における時間順序弁別が用量依存的に
低下したことから，自発的物体再認の時間順序記憶に背側海馬 NMDA 受容体が関与
することが示唆された。本研究は，ラットの時間順序記憶に関与する要因，時間順序
判断に使用している認知メカニズム，背側海馬グルタミン酸 NMDA 受容体の関与に
ついて新たな知見を与えた。これは，今後の時間順序記憶の認知および神経メカニズ
ムの解明に寄与するものである。 
